
第４回で学んだ講座企画の組み立て方を活かし、プログラ
ムの進め方や事前のシミュレーションの大切さを学びました。
講座の後半では、実際に受講生の中から数名が前回の講座か

ら準備してきた自分の講座の冒頭部分を発表しました。
受講生自身の今後の目標や課題が見えてくる講座でした。

模擬講座の様子
 →

受講生同士が講座前、交流を深めるアイスブレイクのプログラム(世界
の挨拶や地域の歴史・遺産を取り入れたプログラムなど)を中心に学びま
した。
受講生の緊張感を取り除き、講座を円滑に進める為の、講師のファシ

リテーション力に必要なスキルも磨きました。

講座の事前準備について学びました。「起承転結」の「結」から
始め、「結起承転」で講座を進める事、自分が伝えたい事ではなく、
相手が何を知りたいかで講座を組み立てる、参加者が考える時間を
作る工夫をするなど、事前準備で、講座の印象が変わってくる事を
知りました。
その点を学んだ上で、次回の講座までに自分なりの講座のプログ

ラムを作ってくる事が課題になりました。

企画構成の方法と講座形式(ワークショップ・シンポジウ
ム・体験活動など)について、三角氏の豊富な経験談を通し
て聞く事ができました。
次回につながるファシリテーターの役割も学びました。

生涯学習とはなにか、生涯学習と学校教育、ボランティアと社会
教育との関連(ボランティアの際の知識の習得や自己開発) や少子
高齢化などの社会問題の認識など、社会に開かれた教育の必要性を
お話いただきました。
また、教える立場の人間が人を育てていく事・地域に伝えていく

事・共に学んでいく事の役割も同時に教えていただきました。
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